
1　改善報告　　全提案数　5件

件　名

1 源泉徴収票の電子配布

件　名

1 各種通知の電子配信

2 辞令の電子公印化

3 年度切替時の各課係配属の集計効率化

4
庁内情報システムのTODO機能を利
用した業務の効率化

☆採用

件　名

1
ガバメントクラウドファンディング
と広報媒体を利用した歳入を増やす
取り組み

★不採用

件　名

1
職員名札「写真、フルネーム表記の
廃止」と「ローマ字表記の追加」

2
都市公園等の整備における歳入確保
について

3
席次表のグループウェアでの閲覧可
能化

4 楽器寄附ふるさと納税

※「改善報告」は、所属課の業務について問題解決や改善効果のあった取組みを報告するもので、情報を共有することにより更な
る組織の活性化や改善意識の向上を図ります。

２　自由提案　　全提案数　59件

　・入賞　1件

令和5年度職員提案 審査結果一覧表

・入賞　１件

・奨励賞　4件

グループウェアの電子通知を活用し、５月に人事評価制度の結果通知、６月に児童手当
の決定通知等を電子配信した。

各課配布の回答用の集計用ファイルをエクセル様式に変更。各課に対応した所属コード
の付与や、課内異動情報等、各課で係一覧を作成すれば必要なデータ形式になるように
した。また、返信されたファイルはエクセルのマクロ機能で１シートに一括集計するよ
うにした。

市長部局、教育委員会の辞令の押印を電子公印化した。

　・奨励賞　7件

内　容

職員名札について、写真、フルネーム表記を廃止し、名字のみ表記へ変更とローマ字表
記の追加をする。

①特に集客率の高いと思われる土日祝日や学校の長期休業期間に、都市公園等において
キッチンカー等の営業を許可し新たな管理使用料の基準を設けて収入を得る。得た収入
を維持管理費や遊具、健康道具の設置費用の一部に充てる。
②萩原公園においては、クラウドファンディングも活用し施設の維持管理費（駐車場整
備、SL・遊具）等に充てる。

グループウェア上に各課が作成した席次表を掲載する。

自治体を通じて各家庭に眠る楽器を学校に寄附する。寄附者はふるさと納税制度利用し
て、楽器の査定相当額を税額控除することができる。寄附者に対し、寄附を受けた児童
生徒からお礼の手紙や演奏会への案内を差し上げることにより、寄附者と受贈者のあた
たかな関係性を作り出す。

内　容

源泉徴収票の配布方法を、給与支給明細書と同様に、庁内情報システムを利用した電子
配布とした。

内　容

管理を一元化し、担当課で庁内情報システムのTODO機能で年間でのプロジェクト案件
とし共有した。資格の得喪はプロジェクトに関連付け都度タスクを作成し視覚化させ
た。

内　容

歳入を増やす取り組みを考案し、市の内外に積極的に働きかけ、歳入を増やしていくこ
とが必要である。
市の内外に働きかける手段として、例えば、ふるさとチョイスのガバメントクラウド
ファンディングを利用する。一方、市の内に働きかける手段として、市の広報媒体を利
用し、寄附を募る。



5
防災行政無線が聞けるフリーダイヤ
ル番号周知について

6
男性職員の育休取得促進方策につい
て

7

庁内におけるデジタル機器等の活用
範囲の統一化及び、定期的なDX研修
（イントラシステム、GIS、文書管理
システム）

各家庭の電話機などに貼っておけるシールのようなものを配り、電話番号がわかるよう
にする。

病気休暇は９０日以内であれば、昇格が遅れない取り扱いとなっていることから、育休
も９０日以内であれば、昇格に要する経験年数から育休取得期間を除算しない、同様の
取り扱いとする。

毎年定期的に、操作法、及び活用方法に関する研修会を開催する他、ガイドラインを作
成しデジタル機能の活用範囲について段階的に庁内で統一化を図る。研修内容について
は、業務統一化を図るためにテーマを設ける、また、希望調査を行い決定する。


